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令和元年

（2019)

壇上伽藍 中門（高野町）

奥の院と共に高野山の二大聖地とされる壇上伽藍は、金堂や根本大塔などが立ち並び、主
要な法会が行われる高野山の中心です。その玄関にあたる中門は、江戸時代に２度の火災に
遭い消失してしまいましたが、開創１２００年記念事業の一環で平成２７年に再建されました。

現在は、日中は勿論、夜間にはライトアップした美しい姿を御覧いただけます。
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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ   

 

 

ひ と つ ず つ 、 ひ と つ ず つ  

 

 去 る 11 月 16 日 、串本 で スペ ー ス ワン（株 ）に よる ロ ケッ ト発 射 場建 設 工 事

の起 工 式が 行 わ れま した 。3 月 26 日 の建 設決 定 発表 の 直 後か らす ぐ 取付 け 道 路

の建 設 が始 ま り、2021 年度 中 の初 打 上 げ に向 け 急ピ ッ チ で工 事が 進 んで い ま す。

射場 の 名称 は ス ペー スポ ー ト紀 伊 （ SPK）と な りま し た 。技 術開 発 によ る 衛 星

の小 型 化は 、 こ れか らの 世 界を 変 え るよ うな ビ ジネ ス の 展開 が予 想 され ま す 。

その 最 先端 の 営 みが わが 和 歌山 県 で 進み つつ あ ると い う のは わく わ くす る こ と

であ り ます 。  

 ロ ケ ット だ け では あり ま せん 。 白 浜や 田辺 や 和歌 山 市 で も IT 企 業の 集 積が

少し ず つで は あ りま すが 進 みつ つ あ りま す。 白 浜は ま た 和歌 山県 提 唱の ワ ー ケ

ーシ ョ ンの 聖 地 とな りつ つ あり ま す 。企 業誘 致 も頑 張 っ てい たら 累計 221 社に

なり ま した 。 県 内企 業も 業 績を 伸 ば して 、色 々 な賞 を 取 るも のも 続 出し て い ま

す。  

 観 光 客は 随 分 増え 、特 に 高野 山 や 熊野 古道 は 外国 人 観 光客 に大 人 気で す 。 日

本遺 産 も５ つ に なり 、日 本 ジオ パ ー クも 世界 農 業遺 産 も 認定 され ま した 。 み か

んは 売 上日 本 一 を奪 還し 、 果実 全 体 でも 売上 日 本一 を 再 び達 成し ま した 。 遅 れ

てい た 高速 道 路 はど んど ん 伸び 、 今 や完 成率 は 全国 並 み とな りま し た。 県 内 の

幹線 道 路も 府 県 間道 路も 主 要市 の 幹 線都 市計 画 道路 も 、 ひと つず つ 、ひ と つ ず

つ完 成 しつ つ あ りま す。 ひ とつ ず つ 、ひ とつ ず つな の で あり ます 。  

 

 し か し、 ひ と つず つ、 ひ とつ ず つ は、 また 一 方、 ま だ あれ も、 ま だこ れ も で

あり ま す。 ま だ まだ たゆ ま ず、 頑 張 り続 けな け れば な り ませ ん。 な ぜな ら 、 過

去の つ らか っ た 時代 の遺 産 はま だ ま だ和 歌山 の 上に 被
か ぶ

さ っ てい ます 。 高齢 化 が

他よ り 進ん で し まっ た和 歌 山県 は 、 これ から も 急激 な 人 口減 を覚 悟 しな け れ ば

なり ま せん 。 今 はよ うや く 生産 力 を 回復 して き た産 業 活 動も 担い 手 の高 齢 化 と

とも に 常に 危 機 と直 面し て いま す 。災 害 にも 備 えな け れ ばな りま せ ん。し かも 、

ぐず ぐ ずし て い たら 、我 々 全員 が 確 実に 一歳 一 歳年 を と って いく の です 。 そ れ

でも や はり 、 何 にし ても 、 いつ の 時 代で もひ と つず つ 、 ひと つず つ です 。 皆 で

力を 合 わせ て 、 積み 重ね て 行く し か あり ませ ん 。  
 
 
 

  和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  

 

11/19 記者会見室にて 
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今月の和歌山県政トピックス                         

 

●和歌山県人会世界大会を開催しました                      
 

１１月２４日から２７日にかけて、和歌山県人会世

界大会を初めて開催しました。大会には、海外から２

８０名、県外から１６８名の県人会員等を含め、来

賓・一般参加者を合わせ約２０００名の皆さんにお集

まりいただきました。 

記念式典では、参加県人会の紹介、顕彰楯の贈呈、

大会宣言等が行われ、続いて、和歌山県出身の合気道

の創始者、植芝盛平翁の功績の紹介と和歌山県合気道連盟の皆さんによる合気道の演武を

披露しました。そして、移民の歴史紹介映像の上映の後、元「ＴＨＥ ＢＯＯＭ」の宮沢和

史さんによる記念コンサートで式典を締めくくりました。コンサートには、アルゼンチン

出身二世歌手の大城クラウディアさん、和歌山児童合唱団、星林高等学校吹奏楽部の皆さ

んにも参加いただき、最後の一曲「風になりたい」では、海外県人会の皆さんがステージ

に登壇するとともに、星林高等学校の皆さんが観客席に展開し、楽曲のラテンのリズムに

よる高揚感で、会場全体が一つになって沸き上がりました。 

続いての歓迎レセプションでは、各県人会長、

御来賓の皆様による鏡開きを行い、参加された

方々に御歓談ただく中、参加県人会の皆さんによ

るパフォーマンスが披露されると、会場は熱気に

包まれました。 

翌日の２５日から２７日の３日間は、海外県人会の皆さんの「ふるさと巡りツアー」を

実施し、紀北・紀中・紀南の３コースに分かれ、道成寺や高野山、三段壁や橋杭岩などの

観光名所や県内企業の見学、学校訪問、講演会、

地域の方々との交流会等を開催しました。 

県人会の皆さんには、大会の開催に御協力い

ただくとともに、里帰りや大会への御参加をい

ただき、誠にありがとうございました。  

大会の開催により、県民の皆さんが先達の

歴史を知り、将来への活力を得るかけがえの

ない機会となりました。県人会の皆さんにと

っても、この機会が今後の活動の活性化や他

の海外、国内県人会の皆さんとの交流を

深めることにつながればと願っていま

す。 

 

谷口ジョゼー眞一郎ブラジル和歌山県人会会長に
よる代表挨拶 

紀北ツアーに参加された皆さん 

紀中ツアーに参加された皆さん 

紀南ツアーに参加された皆さん 

各地域ならではのパフォーマンスを披露いただきました 
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                       今月の和歌山県政トピックス  

 

●いよいよロケット打ち上げ射場建設工事が始まりました                      

 
これまで数回お伝えしている串本町のロケ

ット射場では、いよいよ射場建設の本格的な

工事が着工されることとなり、１１月１６日

にスペースワン株式会社主催の起工式と県と

の共催による祝賀会が開催されました。 

当日は、キヤノン株式会社の御手洗冨士夫

会長をはじめとする関係企業の代表の方々や

二階俊博自由民主党幹事長をはじめとする御来賓の方々、約１００名が串本町田原のロケ

ット射場工事現場に集まる中、起工式が執り行われました。その後、同町内のホテルで祝

賀会が行われ、スペースワン株式会社太田信一郎社長からロケット射場名を「スペースポ

ート紀伊」に決定したと発表されました。 

射場名には、『宇宙への扉を開き地球と宇宙を繋ぐ新たなゲートウェイとして鍵（キー）

になる』という意味が込められ、本県の旧国名である『紀伊（きい）』が採用されました。

また、本州唯一の射場として、今後の日本にとって重要な『キー（ｋｅｙ）』になるとい

う思いも込められています。 

今後、宇宙から取得した大量の観測データをＡＩ技術と結びつけ、農林業、漁業、資源

管理、船舶管理、防災等、様々な分野で活用する地球観測データサービス、その他様々な

用途に使われる衛星からの情報を頻繁に取得できる環境を整備するためには、打ち上げる

衛星の数を増やす以外に方法はありません。しかし、現在、小型衛星の打ち上げは、大型

ロケットへの相乗りか、数多くの小型衛星をまとめて打ち上げる方法が大半となっており、

これらの方法では他の利用に合わせる必要から、打ち上げ時期や投入する軌道が制限され、

自由度がありません。そこで、スペースワン株式会社では、小型衛星を小型の専用ロケッ

トで、飛ばしたいタイミングで、飛ばしたい軌道に運ぶという、利便性が高い宇宙輸送サ

ービス事業を進めることにしました。そして、その事業の実現には小型ロケット専用発射

場が必須であるという結論に至り、本年３月、その建設場所を串本町に決定しました。 

スペースワン株式会社では、２０２１年度中のサービス開始を予定しており、２０２０

年代半ばには、年間２０回の打ち上げを目標と

しています。 

一方、県では、地元行政機関や商工、観光関

係者からなる協議会を立ち上げ、ロケット打ち

上げに向け、見学場所や駐車場の整備、想定さ

れる渋滞への対策や観光客の安全確保などに

ついて協議を進めています。 

いよいよ和歌山を舞台に、新たな宇宙事業への挑戦が始まりました。 

ロケット打ち上げのイメージ図 

ロケット打ち上げのイメージ図（遠景） 



 - 4 - 

今月の和歌山県政トピックス                         

 

●「ワーケーション・フェスタ inアキバ！」を開催しました                     

 
和歌山だより８月号でお伝えしましたように、

本県では、企業・個人がテレワークを活用して職

場から離れ、リゾート地等で普段の仕事を継続し

つつ、その地域ならではの活動を行う「ワーケー

ション」の普及に全国に先駆けて取り組んでいま

す。 

７月には、全国の自治体にワーケーションの普

及推進への賛同を呼びかけるイベント「ワーケーション・スタートアップ！」を開催しま

した。イベントでは、今後のワーケーション推進に関する全国的な自治体連合「ワーケー

ション自治体協議会」の設立に向けた協力確認書に仁坂知事と長野県の阿部知事が署名を

行い、協議会設立とワーケーションの普及に取り組んできました。 

そして、１１月１８日、呼びかけに応じた全国６５自治体による「ワーケーション自治

体協議会設立総会」を TKP ガーデンシティ PREMIUM 秋葉原において実施し、協議会が設立

に至りました。総会により、仁坂知事が会長に就任しました。また、その後、設立を記念

したイベント「ワーケーション・フェスタ inアキバ！」開催しました。 

このワーケーション自治体協議会の発足により、今後、全国でワーケーションの知名度

向上や地域の魅力発信などの活動が本格化されていきます。 

本県でも豊富な観光資源や温泉があり、南紀白浜空港の利用で首都圏とのアクセスがよ

く、インターネット環境もよい白浜町や田辺市を中心に、ワーケーションの普及を推進し

てまいります。 

 

●プレミア和歌山の首都圏でのＰＲイベントを開催しました                       

 
本県では、農林水産物、加工食品、工

芸品など“和歌山のめぐみ”の中でも特

に優れたものを「プレミア和歌山」に認

定し推奨してきました。 

そして、“和歌山のめぐみ”の魅力を

首都圏を中心とした皆さんに知っていた

だくため、毎年、メディア関係者や流通

業界関係者等に向けたＰＲイベントを首都圏で開催しており、今年も１１月１８日に、ホ

テル椿山荘東京（東京都文京区）において開催しました。 

プレミア和歌山では、審査委員会委員長に残間里江子（ざんま りえこ）氏に就任いただ

いています。また、各人の活動を通じてプレミア和歌山の魅力を発信していただく応援団 

設立記念イベントの様子 

特別賞、奨励賞受賞者の方々、残間氏、パートナーの皆さんと知事 
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「プレミア和歌山パートナー」として、コラムニストの泉麻人（いずみ あさと）氏、作家・

仏文学者の荻野アンナ（おぎの あんな）氏、歌手のクミコ氏、作家の幸田真音（こうだ ま

いん）氏、作家の鈴木光司（すずき こうじ）氏、漫画家の弘兼憲史（ひろかね けんし）

氏、作家の山本一力（やまもと いちりき）氏に就任いただいています。 

イベントでは、今回初めて残間委員長、パートナーの皆さんによる試食を交えたトーク

ショーを行い、その中で、平成３０年度審査委員会特別賞・奨励賞受賞事業者の方々から

商品のＰＲをいただきました。また、プレミア和歌山の試食・試飲、工芸品の展示・実演・

体験に加え、昨年度に引き続き、食品事業者向け「マッチング商談会」等も実施しました。 

【平成３０年度プレミア和歌山推奨品審査委員特別賞 受賞推奨品】 

熊野本宮・釜餅（よもぎ） ＜有限会社熊野鼓動＞ 
   

古くから熊野に伝わる製法を受け継ぎ、蒸篭ではなくお釜で餅米を炊いて、そ   

の中で半搗きに仕上げて作ることから『釜餅』と名付けました。 

餅生地は、つぶつぶ感が残るぐらいの絶妙な搗き加減にし、甘さ控えめの自家

製粒あんをふんわり手で包んでいます。 

独特の食感とよもぎの爽やかな香り、美しい緑色が特徴です。 

決して気取ることのない熊野の気質、素材から伝わわる素朴な風合いを伝える

普段着の餅菓子です。 

【平成３０年度プレミア和歌山推奨品審査委員奨励賞 受賞推奨品】 

 

●「高校生のための和歌山未来塾」を開催しています                          

 
県では、県長期総合計画の教育分野における将来像「未来を拓くひとを育む和歌山」の

実現に向けて、ふるさとの豊かな自然・文化を誇る心や科学技術等に対する探究心を育て

るとともに、国際社会の中で豊かに生きる力を高めるために、様々な分野のオピニオンリ

ーダーを招いて行う教育講演会「高校生のための和歌山未来塾」を開催しています。 

平成２０年から始めている当塾（平成２８年度から現在の名称）は例年５回程度開催し

ており、科学技術、経営、スポーツ、芸術など様々な分野の第一線で活躍する方を講師と

してお招きし、子供時代に夢見ていたこと、憧れていたことなどをどのようにして実現さ

せたか、各専門分野の中で研究・開発・実践し続けることの意味や面白さ、和歌山の若者

達を元気にさせるメッセージなどについて御講演をいただいています。また、講演後には、

十分な質疑応答の時間を取り、講師の方と生徒が直接交流する機会を設けています。 

 
青とうがらしみそ 

＜柿乃肴＞ 

黒あわび茸 
＜和島興産株式会社＞ 關の葵 交（せきのあおい こう） 

＜株式会社堀忠商店＞ 

ナギサビール  
インディアペールエール 
＜ナギサビール株式会社＞ 
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１０月２６日に開催した第４回の未来塾には、岩出市

出身で県立橋本高等学校を経て東京大学法学部を卒業

後、大蔵省（現財務省）に入省され、数々の要職を歴任

の後、本年４月まで在スイス特命全権大使を務めておら

れた、本田悦朗（ほんだ えつろう）氏をお招きしました。 

本田氏による「明るい未来へ夢を紡ぐ～誇りある日本

とわが郷土のために何をすべきか～」をテーマとした講

演では、アメリカと中国の深刻な対立、北朝鮮の核ミサイル開発、韓国の反日政策等、厳

しい世界情勢の中で、豊かな生活がままならず、さらに、人口減少・少子化問題が未来に

暗い影を落としている日本が、これらの難問を一つずつ克服していくための打開策につい

て、財務省、国際機関を含む海外勤務、総理の経済アドバイザーとしての経験などをもと

に、国民と政府双方の役割の視点から日本の明るい未来への展望をお話しいただきました。 

質疑応答では、受講者の生徒から「広い世界を見てきてどんな思いをお持ちか」「世界

で活躍するにはどんな勉強をするべきか」などの質問があり、本田氏からは「人間は自分

の生まれ育ったところの文化なしには生きられない。自分が生まれたところの歴史や文化

を大切にし、後世に引き継いで欲しい」「世界で活躍するには、歴史や国際法の知識が不

可欠である。自分で勉強を重ね、よく考えて、人と意見が違っても主張すべきは主張して

欲しい」など丁寧な回答により、生徒諸君に熱いエールを送っていただきました。 

県では今後もこのような取組により、「最前線の話が聞きたい」、「自分の興味を深め

たい」等、生徒の学びに対する意欲に応える場を設けてまいります。 

 

●災害時に非常電源となる車両の貸与に関する協定について                     

 
１０月に上陸した台風第１９号をはじめ、近年、台風

等自然災害による大規模な浸水被害や土砂崩れにより、

日本のいたるところで、多くの方々が避難生活を送る機

会が発生しています。 

一方、本県においても昨年の台風被害により、多くの

方々が長期の停電生活を強いられました。このことにつ

いて、県は、速やかに関西電力やＮＴＴ西日本と協議を行い、電力・通信の早期復旧のた

めに必要な作業を県が支援することで、復旧を早めることができました。その後、両社と

は正式に災害時の停電・通信障害の早期復旧に係る協定を締結しています。 

そしてこの度、災害により停電になった被災地や避難所等において、応急の電力供給を

円滑に実施するため、電動車両等を貸与いただける協定を三菱自動車工業株式会社及び和

歌山三菱自動車販売株式会社との間で締結しました。 

貸与いただく電気自動車「アウトランダーＰＨＥＶ」は、家庭用と同型のコンセントを 

生徒と意見交換する本田氏 

アウトランダーＰＨＥＶ 
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備え、エンジンで発電した電気を大容量バッテリーに蓄電し、１台で最大約１０日分の電

力を供給できます。本県からの要請に応じ、展示用や試乗用等の車両が本県に貸与される

こととなり、災害時、停電により日常生活が送れなくなった人達を救う強い味方となって

くれます。                                     

 

●令和元年度和歌山県名匠表彰について                    
 
県では、県内の伝統ある貴重な工芸品や生活用品などの

製作技能を守り、地域社会における技術文化の向上発展に

功績のある方を顕彰するため、昭和４９年から「名匠表彰」

を行っています。 

今年度は、シガ木工の６代目として、１８歳から父のも

とで修行を積み、５２年もの長きにわたり紀州桐箪笥の製

作に専念してこられた志賀啓二（しが けいじ）氏を表彰し

ました。 

紀州桐箪笥は、江戸時代末期には現在の和歌山市におい

て製造技術が確立したと考えられており、明治時代には、

大阪圏の需要を満たす地廻り産地として発展しました。その後、南海鉄道の開通により貨

物輸送が可能になったことを機に、製作が一層盛んになり技術面でも発展を遂げています。 

箪笥の製作には、自然乾燥、木取り、矧ぎ加工、本体加工、組み立て、仕上げ等の工程

があります。志賀さんは、これら工程のほぼ全てを手仕事で仕上げられる数少ない職人の

一人です。現在は、主に仕上げ加工を専門とされ、平成２０年には塗装部門で伝統工芸士

の認定を受けておられます。 

仕上げ加工において、白い木肌を際立たせる「砥の粉仕上げ」に対し、木目を模様とし

て浮き上がらせる「焼き桐仕上げ」を考案される他、「砥の粉」に色彩を施すことで、桐

箪笥を現代的な彩色で仕上げる技法を県工業技術センターと共に開発するなど、優れた技

術を継承する中で、次代にも続く紀州桐箪笥の製作に励んでおられます。 

また志賀さんは、後進の指導にも力を注がれ、社内で７名の伝統工芸士を育成されまし

た。さらに、所属する和歌山県家具工業協同組合では、設立時から理事を務められるとと

もに、紀州桐箪笥協同組合では、国の伝統的工芸品（「伝統的工芸品産業振興法」に基づ

く。）の指定に尽力されました。平成２５年には、本県で初めて開催された「第３２回全

国伝統工芸士和歌山大会」において、大会副委員長として大会を成功に導いておられます。  

このように、技術者としてだけでなく、業界の発展にも多大な貢献をしておられます。 

県では今後も、県内に伝わる素晴らしい技術文化を絶やさぬよう、顕彰事業をはじめ、

様々な施策に取り組んでまいります。 

 

仕上げ加工中の志賀氏 
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●本県からの出場選手が全国の技能大会で優秀な成績を収めました           
 
１１月１６日に愛知県国際展示場で開催された第３９回全国障害者技能競技大会（アビ

リンピック）及び第５７回技能五輪全国大会において、本県から出場した選手が優秀な成

績を収めました。出場、入賞された皆さんには、これを機に、今後もそれぞれの技に磨き

をかけていただきたいと思います。 

第３９回全国障害者技能競技大会（アビリンピック） 

この大会は、障害のある方々が日頃培った技能を互い

に競い合うことにより、職業能力の向上を図るとともに、

企業や社会一般の人々が障害のある方の能力について理

解と認識を深め、その雇用の促進を図ることを目的とし

て開催されています。今大会では、３８２名の選手によ

り２３種目の技能競技でその技が競い合われ、本県から

は７名の選手が７種目の競技に出場しました。 

そして、オフィスアシスタント競技において、脇阪春

香（わきさか はるか：紀陽ビジネスサービス株式会社）

さんが、本県選手としては第３０回大会以来の銀賞、ネ

イル施術競技において、宮本麻莉乃（みやもと まりの：

和歌山県立和歌山ろう学校）さんが初出場にして努力賞

を獲得しました。 

第５７回技能五輪全国大会 

この大会は、国内の青年技能者（２３歳以下）に努力

目標を与え、また広く国民一般に対して、技能の重要性、

必要性をアピールすることにより、技能尊重機運の醸成

を図ることを目的として毎年開催されています。 

今大会では、１，２３９名の選手により４２職種の競

技でその技が競い合われ、本県からは２名の選手が２職

種の競技に出場し、電工の職種競技において、志々目竜

誠（ししめ りゅうせい：株式会社きんでん和歌山支店）さんが、本県選手としては第５０

回大会以来の金賞を獲得しました。 

【各大会出場者（敬称略）】 

 

 

 

 

 

○第３９回全国障害者技能競技大会（アビリンピック）（県大会優勝者等） 

・曲里 朋笑（ワード・プロセッサ部門 初） ・富 大地（パソコンデータ入力部門） 

・木下 裕登（喫茶サービス部門）      ・宮本 麻莉乃（ネイル施術部門 初） 

・豊里 睦（ビルクリーニング部門 初）   ・坂口 竜生（製品パッキング部門 初） 

・脇阪 春香（オフィスアシスタント部門） 

○技能五輪全国大会（予選大会で優秀な成績を収めた選手） 

・志々目 竜誠（電工部門） ・山﨑 郁弥（家具部門 初） 

オフィスアシスタント競技風景 

ネイル施術競技風景 

電工部門競技風景 
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●県内初のチェーンソー競技大会「きのくに伐木チャンピオンシップ」を開催！                    

 
現在、本県では、先人達が連綿と育ててきた森林資源が十分

に成長し、まさに利用期を迎えています。一方で、昭和３５年

には約１万３千人いた林業就業者は、現在約１／１０の１，１

００人まで減少しています。  

このような状況を受け、県では本年度から、「わかやま林業

移住」ＨＰと facebook「きのくにフォレスター」の開設によ

る「紀州林業プロモーション」や、東京や大阪での林業体感セ

ミナー等の開催、わかやま林業労働力確保支援センターと連携

した、林業無料職業紹介や「わかやま森の職業紹介ナビ」の開

設など、新たな林業就業者の獲得に関係機関が一丸となって取

り組む「きのくにフォレスタープロジェクト」をスタートさせ

ています。 

１１月２３日には、その一環として林業従事者の技術向上

と安全に対する意識高揚を図るとともに、紀州林業の魅力と

「かっこいい林業」の発信による新規就労希望者の拡大を目的とした、県内初のチェーン

ーソー競技大会「第１回きのくに伐木チャンピオンシップ２０１９」を田辺市龍神村で開

催しました。 

大会では、丸太を決められた長さに切断する「丸太

合わせ輪切り競技」と、幹に差し込まれた模擬の枝を

切断する「枝払い競技」に１２人のチェーンソーマン

が挑みました。なお、上位３名に授与されたトロフィ

ーは、今夏ドイツで開催されたチェーンソーアートの

イベント「スクラプター・ラバッツ２０１９」で最高

賞を受賞された世界的チェーンソーアーティスト、城所ケイジ氏の手によるものです。城

所氏は平成１６年に龍神村に移住され、その後もチェーンソーアーティストして活躍を続

けておられます。 

今後も、様々な林業振興施策や移住・定住施策により、多くの方々に、和歌山での暮ら

しに可能性を感じてもらえるよう取り組んでまいりたいと考えます。 

 

●スターチスの県オリジナル品種に新品種が登場します                     

 
本県のスターチスは、出荷量、栽培面積共に日本一を誇ります。県ではこれまで「紀州

ファインシリーズ」として１０品種を育成してきました。秋から春にかけて園芸用ハウス

内で栽培されているスターチスですが、近年、燃油価格が高騰する中で、冬期の加温コス 

facebook 
きのくにフォレスター 

枝払い競技の様子 
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トを削減するための低夜温管理（夜間のハウス内の温度を低くする）による収穫の減少が

問題となっていました。 

そのような中、通常、ハウス内の夜温は１２℃が適しているところ、２℃もしくは無加

温の栽培でも切り花の本数が多い品種「紀州ファインライラック」と「紀州ファインオー

シャン」の育成に成功しました。これは平成２８～３０年度に取り組んできた農林水産業

競争力アップ技術開発事業の成果によるものです。 

現在既に令和２年の栽培苗の注文受付を開始しており、令和２年秋頃からの出荷を予定

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紀州ファインライラック 
紀州ファインオーシャン 
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度です。これまで多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを数多くいただいております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世

界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全

や活用」や「がん対策の充実」、「生涯ス

ポーツ・文化の振興」など１０の分野で活

用させていただいております。 

御寄附につきましては、郵送や振込みで

行うことができますが、クレジットカード

で行う場合は、ふるさと納税総合サイト

「 ふ る さ と チ ョ イ ス 」

（ https://www.furusato-tax.jp/city/p

roduct/30000）のサイト上で、簡単に申

込みとクレジットカードによる決済を行

うことができますので御利用ください。       

和歌山県外にお住まいの方のみ対象と

なりますが、１万円以上の御寄附をいた 

だいた方には、プレミア和歌山の事業者か  

ら御協力をお願いした２０７品目の返礼品 

の中から１品をお選びいただきお届けし 

ています。 

７月より返礼品の拡充を行い、品数の増 

加に加え、寄附金額の価格に応じて返礼品 

を選んでいただけるようになりました。 

和歌山県が誇る優良産品（プレミア和歌山） 

を是非御堪能ください。 

また、返礼品とは別に、２千円以上の御 

寄附をいただいた御希望の方に「和歌山フ 

ァンクラブ」（和歌山県観光連盟所管）へ 

の入会権を贈呈しています。御入会いただ 

くと、刊行情報誌「紀州浪漫」の送付など、魅力ある特典がございます。お申込みはふる

さとチョイスからお願いします。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふるさと和

歌山応援サイト」に掲載していますので、是非御覧ください。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

 

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円

単身者の場合 夫婦、子 2人の場合

給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300 万円 28,000 円 300 万円     － 
400 万円 42,000 円 400 万円 12,000 円

500 万円 61,000 円 500 万円 28,000 円

600 万円 77,000 円 600 万円 43,000 円

700 万円 108,000 円 700 万円 66,000 円

800 万円 129,000 円 800 万円  85,000 円

900 万円 151,000 円 900 万円 119,000 円

1,000 万円 176,000 円 1,000 万円 144,000 円

1,500 万円 389,000 円 1,500 万円 361,000 円

2,000 万円 564,000 円 2,000 万円 536,000 円

自己負担額2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の 

目安は下の表のとおりです。 

【注意】下の表はあくまでも目安としてお考えください。 

全額控除される寄附金額の目安 
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お礼の品一覧 

 

 

１品お選びいただけます！ 
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お礼の品一覧 
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お礼の品一覧 
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お礼の品一覧 

 

 

 
 

返礼品２０７品のうち、３０品を御紹介しました。 

商品の詳細や他の商品を御覧になりたい方は、「ふるさとチョイス」を御覧

ください。 

和歌山県が誇る優良産品（プレミア和歌山）を是非御堪能ください。 

URL：https://www.furusato-tax.jp/city/product/30000  

            

 

 

 

 

 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
＊＊＊＊ ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）に関しましては ＊＊＊＊ 
★お問合せ・申込窓口★            ☆お問合せ窓口☆ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、宮本               和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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  イベント情報(１２月中旬～１月中旬) 
 
 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

12 月中旬 
サンタが 

大水槽にやってくる 
海南市・県立自然博物館 

県立自然博物館 

073-483-1777 

12 月中旬 
クジラの巨大模型 

「すす払い」 
太地町・くじらの博物館 

くじらの博物館 

0735-59-2400 

12 月中旬 
しまい観音 

厄除開運大根炊き 
和歌山市・紀三井寺 

紀三井寺 

073-444-1002 

12 月下旬 大松明押し かつらぎ町・下花園神社 
かつらぎ町観光協会 

0737-22-0300 

12 月下旬 カウントダウン花火大会 白浜町・白良浜海水浴場 
白浜町商工会 

0739-42-4686 

12 月下旬 時鐘堂の鐘つき 和歌山市・岡山 
和歌山市観光協会 

073-433-8118 

大晦日 除夜の鐘 県内各所  

1 月上旬 藤白の獅子舞 海南市・藤白神社 
藤白神社 

073-482-1200 

1 月上旬 野中の獅子舞 田辺市中辺路町・継桜王子 
中辺路町観光協会 

0739-64-1470 

1 月上旬 お弓神事 日高川町・下阿田木神社 
日高川町企画政策課 

0738-22-2041 

1 月上旬 御田祭 和歌山市・木本八幡宮 
木本八幡宮 

073-451-5915 

1 月上旬 伊佐田稲荷神社 例大祭 田辺市・伊佐田稲荷神社 
田辺観光協会 

0739-26-9929 

1 月上旬 書き初め大会 

和歌山市・和歌浦天満宮 
和歌浦天満宮 

073-444-4769 

海南市・春日神社 
春日神社 

073-483-7547 

1 月上旬 地主神社の粥占い 上富田町・地主神社 
上富田町観光協会 

0739-47-0550 

1 月上旬 初詣初笑い神事 日高川町・丹生神社 
日高川町観光協会 

0738-22-2041 

1 月上旬 七草粥まつり 紀の川市・青洲の里 
青洲の里 

0736-75-6008 

1 月上旬 釿
ちょんな

始式 新宮市・熊野速玉大社 
熊野速玉大社 

0735-22-2533 

1 月中旬 仙人風呂「新春かるた大会」 田辺市・川湯温泉 
熊野本宮観光協会 

0735-42-0735 

1 月中旬 成人式 県内各地 
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自然・風物情報(１２月～１月) 
 

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

12 月初旬 冬の風物詩「海霧」 串本町・田原の海岸 串本町観光協会 

0735-62-3171 

12 月初旬 センリョウの収穫 印南町・真妻地区 ＪＡ紀州営農企画課 

0739-72-3956 

12 月初旬 
熊野本宮大社で 
しめ縄張り替え 田辺市・熊野本宮大社 熊野本宮大社 

0735-42-0009 

12 月初旬 ウツボ天日干し 串本町・大島漁港 和歌山東漁協 

0735-62-0080 

12 月中旬 葉ボタン出荷 紀の川市・名手市場 ＪＡ紀の里東部流通セン

ター 0736-75-2564 

12 月下旬 
和歌山城天守閣の 

しめ縄飾り 和歌山市・和歌山城 和歌山城整備企画課 

073-435-1044 

12 月下旬 

那智の滝ライトアップ 
那智勝浦町・熊野那智大社 

熊野那智大社 

0735-55-0321 那智の滝で 
大しめ縄張り替え 

12 月下旬 
人気者 クマのベニーの 

仕事納め（冬眠） 和歌山市・和歌山城公園 和歌山城整備企画課 

073-435-1044 

1 月上旬 新春初泳ぎ 田辺市 
・田辺扇ヶ浜海水浴場 

田辺観光協会 

0739-26-9929 

1 月上旬 いちご狩り開園 紀の川市貴志川町、 
かつらぎ町 等 

貴志川観光いちご狩り協

会 0736-64-7212 

かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

1 月中旬 巨大張り子登場 田辺市・川湯温泉 熊野本宮観光協会 

0735-42-0735 

1 月中旬 ハウスのいちご狩り始まる 紀の川市貴志川町 貴志川観光いちご狩り協

会 0736-64-7212 

1 月中旬 ニホンスイセン見頃 
串本町・樫野崎灯台周辺 串本町観光協会 

0735-62-3171 

由良町 
・県立白崎青少年の家 

県立白崎青少年の家 

0738-65-2351 

1 月中旬 キンカン収穫始まる 串本町・大島 ＪＡ紀南 

0739-23-3450 

1 月中旬 ポンカン収穫最盛期 串本町、上富田町 ＪＡ紀南 

0739-25-4611 

1 月中旬 「蔵出しミカン」初出荷 海南市下津町 ＪＡながみね 

073-482-6131 

1 月下旬 
熊野古道にコセリバオウレン

とバイカオウレン 田辺市中辺路町 中辺路観光協会 

0739-22-2480 
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～編集後記～ 
 

 12 月になり、和歌山駅前をはじめ各所でイルミネーションが見られるようになりまし

た。都会のように豪華ではありませんが、それでも年末の気分を感じるには十分です。 
 
 この時期になると、今年の漢字や流行語大賞など一年を振り返ることが多くなります。

今年の漢字は「令」、流行語大賞は「ONE TEAM」だそうです。さすがに、どちらも

今年私たちを興奮させてくれたものです。 
 振り返りますと、今年は「はじめの一歩」として、次に繋がることが多い一年だった

ように思います。 
 天皇陛下の御即位、令和への改元、ラグビーワールドカップなどが思い出されます。 

一方和歌山でも、串本でのロケット発射場、ねんりんピック紀の国わかやま、和歌山

県人会世界大会、など初めてのイベントが続きます。 
 とりわけ、和歌山県人会世界大会では、参加された皆様がラグビーのように「ONE 

TEAM」になって盛り上がり、楽しんで下さいました。(詳細については本紙 2 ページを

ご覧ください。)本紙読者の皆様には、多大な御協力を賜り、紙面をお借りして厚くお礼

申し上げます。これを機に、和歌山を故郷に持つ人達の交流が、益々盛んになればと願

っています。 
 
 今年は「はじめの一歩」ですが、冒頭の知事の言葉にありますように、「ひとつずつ、

ひとつずつ、皆で力を合わせて」来年も頑張っていきたいと思います。 
 皆様、よいお年を。 

 

 

  知事室 秘書課長  塩﨑 裕子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和歌山県のホームページ   https://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐs://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/   
                   2019 年（令和元年）１２月 Nｏ.１４０ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 
     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 


